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（
第
１
弾
）

（
第
１
弾
） 

理
事
選
出
の
変
更
、
第
２
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
検
討

理
事
選
出
の
変
更
、
第
２
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
検
討

（
第
１
弾
） 

理
事
選
出
の
変
更
、
第
２
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
検
討
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（
第
２
弾
）

（
第
２
弾
） 

生
産
部
会
の
再
編
統
合
と
ロ
ッ
ト
集
約
、
指
導
体
制
の
再
構
築

生
産
部
会
の
再
編
統
合
と
ロ
ッ
ト
集
約
、
指
導
体
制
の
再
構
築

（
第
２
弾
） 

生
産
部
会
の
再
編
統
合
と
ロ
ッ
ト
集
約
、
指
導
体
制
の
再
構
築
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J
A
の
購
買
事
業
は
、
組
合
員
に
良
質

の
肥
料
、
農
薬
、
飼
料
等
の
購
買
品
を
安

く
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
組
合
員
か
ら
予
約
注
文
を
受
け
た
購

買
品
を
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

メ
ー
カ
ー
と
交
渉
し
て
仕
入
れ
、
安
定
的

に
組
合
員
に
供
給
す
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
現
在
も
J
A

全
農
や
そ
の
他
商
社
と
連
携
し
て
効
率
的

に
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
加

え
、
地
域
の
量
販
店
等
に
も　
「
負
け
な

い
価
格
」
を
設
定
し
、
１
円
で
も
安
い
農

業
資
材
価
格
で
農
業
所
得
の
増
大
に
つ
な

が
る
よ
う
平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
８
日
に
、
そ
れ
ら
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
生
産
部
会
代
表
者

や
J
A
全
農
お
よ
び
系
統
メ
ー
カ
ー
を
交

え
て
協
議
検
討
す
る
「
肥
料
農
薬
専
門
部

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
第
３
弾
） 

負
け
な
い
価
格
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
再
編
計
画

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

良
質
な
購
買
品
を
低
価
格
で
!!

　

12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
肥
料
農
薬

専
門
部
会
」
は
、
各
地
区
の
営
農
推
進
協

議
会
会
長
、
主
要
な
生
産
部
会
の
部
会

長
、
J
A
全
農
と
系
統
メ
ー
カ
ー
担
当

者
、
当
J
A
役
職
員
な
ど
42
名
が
参
集

し
、
肥
料
農
薬
、
園
芸
資
材
情
勢
の
確
認

や
農
業
所
得
増
大
に
向
け
た
J
A
全
農
の

取
り
組
み
、
当
J
A
独
自
で
実
施
し
て
い

る
管
内
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
肥
料
･
農
薬

価
格
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
負

け
な
い
価
格
」
は
、
主
に
肥
料
･
農
薬
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
J
A
職
員
が
管
内
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
各
店
に
出
向
き
小
売
価
格
を

調
査
、
店
舗
毎
の
価
格
と
J
A
当
用
単
価
・

予
約
単
価
を
一
覧
比
較
の
う
え
購
買
品
供

肥
料
農
薬
専
門
部
会

　

J
A
全
農
で
は
次
の
項
目
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

 

肥 

料

　
　

県
別
に
一
般
高
度
化
成
、
一
般
N
K

化
成
の
銘
柄
集
約
案
を
策
定
。

　

 

農 

薬

　
　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
」
の
開
発
に

向
け
て
原
体
製
造
コ
ス
ト
情
報
等
を
収

集
し
候
補
剤
を
選
定
。

　

開
発
に
着
手
。

　

 

段
ボ
ー
ル

　
　

全
国
標
準
パ
レ
ッ
ト
寸
法
を
基
準
に

３
品
目
の
標
準
段
ボ
ー
ル
規
格
を
設

定
、
規
格
集
約
に
向
け
協
議
。

J
A
全
農
の
取
り
組
み

J
A
の
肥
料
農
薬
は「
負
け
な
い
価
格
」

特別連載企画

（1）（2）（3）

給
価
格
に
反
映
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

平
成
29
年
12
月
時
点
で
は
、
一
般
小
売

価
格
を
確
認
で
き
た
も
の
か
ら
、

　

●
肥
料　

13
品
目
中
11
品
目
、

　

●
農
薬　

146
品
目
中
146
品
目
が
、

一
般
小
売
価
格
と
J
A
供
給
価
格
が
同
等

ま
た
は
J
A
価
格
が
安
い
と
の
調
査
結
果

を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
予

約
販
売
価
格
も
同
様
に
調
査
検
討
を
行

い
、
多
く
が
同
価
格
ま
た
は
安
価
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
平
成
30
年
産
の
作
付
に
向
け

た
集
落
座
談
会
と
「
営
農
ご
よ
み
」
配
付

が
行
わ
れ
ま
す
。
組
合
員
の
力
が
購
買
品

の
予
約
注
文
に
よ
っ
て
結
集
し
、
更
に
価

格
に
反
映
で
き
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆

様
の
積
極
的
な
購
買
事
業
の
利
用
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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組
合
員
が
生
産
し
た
コ
メ
を
荷
受
し
、

乾
燥
・
製
品
化
す
る「
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
R
C
）
は
主
食
用
米
の
作
付
減
少

等
か
ら
平
成
14
年
度
と
の
比
較
で
コ
メ
集

荷
数
量
は
約
３
分
の
２
に
落
ち
込
み
、
今

後
は
さ
ら
に
減
少
す
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
多
く
の
R
C
は
建
設
か
ら
数
十

年
が
経
過
し
、
施
設
維
持
の
た
め
多
額
の

費
用
を
要
し
て
い
ま
す
が
、
コ
メ
は
最
重

要
基
幹
作
物
で
あ
り
生
産
の
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
利
便
性
と

集
荷
効
率
維
持
の
両
立
を
目
的
に
R
C
機

能
再
編
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
R
C
の
設
備
能
力
や

立
地
条
件
を
考
慮
し
、
農
業
倉
庫
が
隣
接

す
る
志
佐
R
C
、
西
田
原
R
C
、
柚
木

R
C
、
離
島
地
域
は
福
島
R
C
、
小
値
賀

R
C
を
基
幹
R
C
と
し
て
、
他
R
C
は
荷

受
か
ら
乾
燥
調
製
ま
で
を
行
う
拠
点 

「
R
D
※1
」
に
機
能
変
更
し
ま
す
。
さ
ら

に
乾
燥
後
の
籾
は
基
幹
R
C
に
フ
レ
コ
ン

※2
で
横
持
運
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
員
の
生
籾
搬
入
負

担
を
で
き
る
だ
け
増
や
さ
ず
効
率
の
よ
い

集
荷
体
制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
更
に

は
次
世
代
R
C
構
想
に
繋
げ
る
も
の
で

す
。
当
J
A
が
進
め
る
R
C
機
能
再
編
は

（
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
機
能
再
編
計
画

（表１）グループ単位によるライスセンター機能再編計画

※１ ＲＤ　Rice Drying facility ライスドライングファシリティの略。「コメ乾燥施設」の意。
※２ フレコン　フレキシブルコンテナバッグのこと。（イメージ参照）
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平
成
28
年
４
月
に
改
正
農
協
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
に
よ
る
農
協
の
運
営
原
則
は
「
農

業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」（
法
第
７
条
第
２
項
）、　

　

ま
た
、
理
事
の
定
数
の
過
半
数
は
「
認

定
農
業
者
ま
た
は
農
畜
産
物
の
販
売
そ
の

他
農
協
が
行
う
事
業
ま
た
は
法
人
の
経
営

に
関
し
実
践
的
な
能
力
を
有
す
る
者
」（
法

第
30
条
第
12
項
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
J
A
は
第
４
次
中
期
経
営
計

画
に
基
づ
き
農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
た

様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま

た
、
理
事
は
平
成
30
年
の
総
代
会
で
、
新

農
協
法
に
適
し
た
役
員
を
選
任
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
J
A
で
も
自
己
改
革
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
政
府
が
規
制
改
革
会
議

を
代
表
に
進
め
て
い
る
農
協
改
革
の
議
論

は
、
一
部
の
有
識
者
に
よ
れ
ば
「
議
論
の

実
態
は
『
総
合
農
協
の
解
体
』
で
あ
り
、

信
用
・
共
済
事
業
の
分
離
が
農
協
改
革
の

目
指
す
到
達
点
で
あ
る
」
と
さ
え
言
わ
れ

（
第
4
弾
） 

政
府
が
進
め
る
信
用
事
業
の
分
離（
譲
渡
・
代
理
店
化
）

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

姿
を
現
し
た「
改
革
の
本
丸
」

　

ま
ず
、
な
ぜ
J
A
か
ら
信
用
事
業
を

分
離
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
政
府

の
考
え
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　

J
A
の
信
用
事
業
は
、
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
等
に
よ
り
地
域
市
場
や
環
境
の

悪
化
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
よ
る
信
用
事

業
収
益
の
減
、
新
自
己
資
本
比
率
規
制

（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
）
へ
の
対
応
、
金
融
市

場
の
競
争
激
化
と
い
う
要
因
に
よ
り
信

用
事
業
の
経
営
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
政
府
は
、「
J
A
の

信
用
事
業
の
リ
ス
ク
負
担
を
軽
減
す
る

に
は
、
J
A
は
信
用
事
業
を
農
林
中
央

　

信
用
事
業
の
分
離
と
は
、
文
字
ど
お

り
J
A
が
自
ら
信
用
事
業
を
実
施
し
な

い
こ
と
で
す
。

な
ぜ
い
ま
信
用
事
業
の
分
離
な
の
か

信
用
事
業
の
分
離
と
は

特別連載企画

て
い
ま
す
。

　

総
合
農
協
と
は
、
指
導
事
業
、
販
売
事

業
の
ほ
か
貯
金
や
貸
付
な
ど
信
用
事
業
を

行
う
農
協
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
有
識
者
意
見
を
参
考
に
信

用
事
業
の
分
離
と
は
何
か
、
ま
た
、
信
用

事
業
の
重
要
性
と
総
合
農
協
で
あ
る
こ
と

の
必
要
性
を
組
合
員
の
皆
様
に
正
し
く
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

金
庫
に
事
業
譲
渡
し
て
代
理
店
化
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」

　
「
J
A
は
総
合
事
業
体
で
は
な
く
な
る

が
、
代
理
店
と
し
て
信
用
事
業
を
営
む

限
り
に
お
い
て
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
る
。
J
A
は
代
理
店
手
数
料
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
収
支
の

維
持
が
可
能
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
改
正
農
協
法
の
附
則
で
は
、

准
組
合
員
の
利
用
規
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
法
律
施
行
か
ら
５
年
間
（
平

成
33
年
３
月
ま
で
）、
政
府
が
「
正
･
准

組
合
員
の
利
用
実
態
や
農
協
改
革
の
実

行
状
況
を
調
査
し
た
う
え
で
検
討
し
、

規
制
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
て

結
論
を
出
す
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

米
国
は
、
政
府
の
規
制
改
革
に
よ
る

J
A
グ
ル
ー
プ
の
金
融
事
業
、
共
済
（
保

険
）
事
業
の
市
場
開
放
を
強
く
求
め
て

い
て
、
さ
ら
に
在
日
米
国
商
工
会
議
所

（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
は
、
J
A
の
金
融
事
業
、

共
済
事
業
に
つ
い
て
批
判
す
る
意
見
書

を
日
本
政
府
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
図
２
の
と
お
り
で
す
が
、
新

た
な
国
際
貿
易
協
定
も
視
野
に
入
れ
て

先
手
を
打
っ
て
き
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

家
の
光
協
会 

発
行

参
考
書
籍

「
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」

小
林　

元 

著

【全体運】好奇心を刺激されやすい期間です。興味を引かれることがあるなら、情報収
集を。無料体験はチャレンジが正解
【健康運】冷え対策を徹底すると体調が上向きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ
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（引用）「次のステージに向かう JA 自己改革」23p  小林 元 著　一般社団法人家の光協会 発行

図1　代理店化による信用事業譲渡をすると？

図2　在日米国商工会議所の意見書（抜粋）
【金融事業】
○ＪＡグループの金融事業を金融庁規制下にある金融機関と同等の規制に置くように要請する。
○これまで、ＪＡグループの金融事業を金融庁規制下に置かない理由として、金融庁規制下の金融機関と異なり、不特定多数に事業を行わな
いことが挙げられてきた。しかし、ＪＡグループの金融事業は実質的に不特定多数に事業を行っている状況が長く続いている。
　もし、平等な競争環境が確立されなければ、次の規制などを見直し、ＪＡグループの金融事業を制約するべきである。
　・組合員の利用高の一定の割合までは員外利用が認められていること
　・僅かな出資金を支払って構成委員になることができる「准組合員制度」
　・ＪＡグループ全体に適用している独占禁止法の特例
【共済事業】
　農協の改革については、まだ改善を行うべき点が残されている。（中略）最終的な改革法案では、平等な競争環境の確立に寄与する上記
の内容（「農業改革に関する意見」の共済および准組合員規制の内容）はいずれも規定されなかった。なお、准組合員の事業利用に関す
る問題については、法律上、政府がこの問題を調査するための期間として５年が与えられたが、調査によっては、透明性を確保しその進捗
を明らかにすべきである。

【検索ワード】在日米国商工会議所 共済等　出典：URL http://www.accj.or.jp/uploads/4/9/3/4/49349571/1701_kyosai__ins_.pdf 

　

次
に
、
J
A
経
営
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

　

信
用
事
業
の
代
理
店
化
を
言
い
替
え
る

と
「
現
在
の
J
A
は
自
前
の
財
布
で
経
営

し
て
い
る
が
、
こ
の
財
布
を
農
林
中
金
に

預
け
て
小
遣
い
制
に
な
る
こ
と
」
で
す
。

自
分
の
財
布
を
預
け
た
後
は
、
J
A
は
農

林
中
金
か
ら
の
代
理
店
手
数
料
（
≒
決
め

ら
れ
た
小
遣
い
）
の
範
囲
で
遣
り
繰
り
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

信
用
事
業
を
分
離
し
て
代
理
店
化
し
た

場
合
、
そ
の
際
に
J
A
が
受
取
る
手
数
料

は
現
在
の
信
用
事
業
収
益
よ
り
も
は
る
か

に
少
な
く
、
収
益
力
を
大
き
く
失
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
信
用
事
業
を
分
離
し
た
う

え
で
営
農
指
導
や
農
業
関
連
事
業
を
現
在

と
同
じ
よ
う
に
運
営
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
施
設
維
持
に
は
あ

稼
ぎ
頭
を
欠
い
た
J
A
運
営

　

信
用
事
業
を
分
離
し
た
農
協
は　
「
総

合
農
協
」
か
ら
「
専
門
農
協
」
に
変
わ

り
ま
す
。

　

も
し
、
農
林
中
央
金
庫
に
信
用
事
業

を
譲
渡
し
て
代
理
店
に
な
っ
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
述
べ
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
皆
様
か
ら
預
か
っ
て
い
る
貯

金
（
平
成
29
年
12
月
末
／
１
，
１
7
3

億
円
）と
貸
出
金（
同
月
／
３
２
2
億
円
）

は
、
す
べ
て
農
林
中
央
金
庫
に
移
管
さ

れ
ま
す
。

る
程
度
の
赤
字
は
や
む
を
得
な
い
と
さ

れ
て
い
た
農
業
関
連
事
業
で
あ
っ
て

も
、
今
は
「
稼
ぎ
頭
」
が
居
る
の
で
運

営
で
き
ま
す
が
、
稼
ぎ
頭
が
居
な
け
れ

ば
、
赤
字
を
出
す
よ
う
な
運
営
を
継
続

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
営

農
指
導
員
の
維
持
確
保
も
難
し
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
施
設
改
修
や
選
別
機
更

新
に
必
要
な
資
金
や
、
仕
入
れ
た
購
買

代
金
支
払
に
必
要
な
資
金
、
販
売
代
金

の
仮
渡
な
ど
資
金
調
達
に
時
間
を
要

し
、
総
合
事
業
に
よ
る
効
果
の
停
滞
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

図
１
の
よ
う
に
、
特
に
農
業
関
連
事

業
の
縮
退
は
、
産
地
規
模
や
ブ
ラ
ン
ド

力
の
低
下
に
直
結
し
、
結
果
と
し
て
農

畜
産
物
価
格
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
農
業
関
連
事
業
の
運
営
収
支

均
衡
は
従
来
か
ら
の
命
題
で
あ
る
た

め
、
現
在
で
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
信
用
事
業
の
分
離
論
は
遥

か
に
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
信
用
事
業
分
離
論
に
対
し
て
当

J
A
理
事
で
構
成
す
る
「
信
用
事
業
検

討
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
様
々

な
角
度
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
信
用
事
業
分
離
が
本
格
的

に
議
論
さ
れ
る
の
は
、
J
A
自
己
改
革

の
集
中
取
組
期
間
の
終
了
後
（
平
成
31

年
５
月
）
と
さ
れ
て
お
り
、「
准
組
合
員

の
利
用
規
制
」
に
も
密
接
に
関
連
す
る

内
容
で
あ
る
た
め
、
組
合
員
の
皆
様
に

も
十
分
に
内
容
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
後
さ
ら
に
情
報
発
信
を
活
発
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【全体運】できる人と比べて、落ち込む暗示。開き直りの気持ちを大切に。気分転換に
は植物に触れると効果てきめんです
【健康運】食事の栄養バランスが好転のポイントに
【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ
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J
A
な
が
さ
き
西
海
で
は
、
組
合
員
が

生
産
し
た
農
産
物
を
一
円
で
も
高
く
販
売

し
て
農
業
所
得
を
増
大
す
る
た
め
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

市
場
環
境
に
つ
い
て
は
、
卸
売
市
場
を

介
す
る
販
売
シ
ェ
ア
が
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
な
か
、
J
A
集
荷
施
設
の
機
能
向
上

や
新
た
な
販
路
拡
大
、
市
場
と
の
連
携
に

よ
る
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
計
画
生

産
、
地
産
地
消
推
進
に
よ
る
地
元
食
材
の

理
解
促
進
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
第
３
次
地
域
農
業
戦
略
の
主

要
な
農
産
物
品
目
の
販
売
戦
略
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
第
5
弾
） 

農
産
園
芸
部
門
の
販
売
戦
略
状
況
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

ニ
ー
ズ
に
則
し
た
販
売
戦
略

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
第
３
次
地
域
農
業

戦
略
の
重
点
作
物
で
、
現
在
も
生
産
拡

大
と
収
量
安
定
に
よ
る
所
得
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

多
収
穫
品
種
で
輸
送
性
も
高
く
、
甘
く

て
程
良
い
酸
味
の
「
ゆ
め
の
か
」
を
主
力

に
品
種
切
替
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
生
産
農
家
に
代
わ
り
い
ち
ご
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
共
同
選
果

い
ち
ご
パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
稼
働

特別連載企画

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
収
穫
後
の
一
本
毎

の
選
別
が
必
要
で
、
作
業
負
担
は
大
き

な
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
負
担
軽
減
と

選
別
労
力
を
圃
場
管
理
へ
再
配
分
し
て

所
得
増
大
を
目
指
す
た
め
、
機
械
選
別

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発

揮
で
有
利
販
売
を
目
指
す
た
め
、
松
浦

地
区
と
北
松
地
区
に
よ
る
共
同
選
果
を

【全体運】サービス精神を発揮することで人気運が高まる兆し。困っている人には救
いの手を差し伸べて。少額募金も◎
【健康運】スポーツの腕が上達しやすい月。挑戦を
【幸運を呼ぶ食べ物】キクラゲ

農
業
所
得
を
一
円
で
も
多
く

獲
得
す
る
た
め
に

いちごパックセンター（平成 28年稼働 平戸集荷センター内）

アスパラガス秀品率と選別機（平成 28年度導入 松浦営農経済センター）

平
成
26
年
度
に
開
始
、
機
械
更
新
に
よ

る
品
質
向
上
を
進
め
た
結
果
、
秀
品
率

は
98
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
９
月
か
ら
は
平
戸
地
区
と

佐
世
保
地
区
に
よ
る
共
同
選
果
を
始
め

ま
し
た
。
今
後
は
部
会
統
一
で
体
制
充

実
を
更
に
進
め
て
農
業
所
得
増
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
ッ
ク
詰
め
を
代
行
、
作
業
負
担
軽
減
と

収
量
確
保
に
よ
る
所
得
増
大
を
図
る
い
ち

ご
パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
２
つ
の
地
区
で
稼

働
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
産
で
は
、
平
戸
地
区
で
２
７
，

６
５
７
パ
ッ
ク
、
北
松
地
区
で
７
，２
１

９
パ
ッ
ク
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
な
る
「
ゆ
め
の
か
」
の
産

地
化
と
組
合
員
の
労
力
負
担
軽
減
の
両
立

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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平
成
26
年
に
か
ぼ
ち
ゃ
の
計
画
生
産
と

貯
蔵
に
よ
る
市
場
と
の
値
決
め
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

11
〜
12
月
に
収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を

J
A
農
業
倉
庫
で
約
２
ヶ
月
間
、
定
温
貯

蔵
し
、
そ
の
後
に
出
荷
し
ま
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
貯
蔵
処
理
で
甘
み
が
増

し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
春
先
に
供
給
で
き
有
利

販
売
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
28
年
度
に
は
、
一
株
植
え
れ

ば
50
〜
100
個
な
ど
極
多
収
の
収
穫
が
見
込

め
、
更
に
収
穫
後
の
長
期
保
存
も
可
能
な

「
万
次
郎
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
計
画
生
産
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
松
浦
地
区
で
３
ha
の
作
付
を
実

施
し
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
有
力
な

栽
培
品
種
と
し
て
更
な
る
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
計
画
生
産

　

農
畜
産
物
の
６
次
化
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
28
年
度
に
長
崎
県
と
県
内
製

造
業
者
の
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
で
、
管

内
産
い
ち
ご
と
世
知
原
茶
を
原
料
と
し
た

商
品
が
開
発
さ
れ
、
販
売
に
至
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
６
次
化
」の
取
り
組
み

　

当
J
A
も
管
内
自
治
体
の
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
様
々
な
農
畜
産
物
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
更
に
多
く
取
扱

い
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」返
礼
品

　

主
食
用
米
の
直
接
販
売
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
佐
世
保
市
内
中

学
校
向
け
の
給
食
用
米
を
当
J
A
が
取
り

扱
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
約
69
㌧
（
２
３
，
０
０
０
袋
／
30

　

）
の
米
を
給
食
セ
ン
タ
ー
に
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
農
業
所
得
の
増
大
」
に
向
け

た
取
り
組
み
を
組
合
員
の
皆
様
と
力
を
合

せ
て
進
め
る
と
と
も
に
、
J
A
自
己
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
回
は
J
A
が
取
り
組
む
「
地
域
の
活

性
化
」
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

学
校
給
食
米
を
Ｊ
Ａ
が
供
給

【全体運】知的ジャンルにつき。専門書を読んだり、情報収集に励んだりすると、うれし
い発見あり。グループレジャーも吉
【健康運】運動不足になりがち。小まめに動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

kg

楽しく給食を食べる中学生（写真：佐世保市立小佐々中学校）

「世知原緑茶うどん」　「世知原緑茶そば」
「世知原緑茶豆乳」

ＪＡながさき西海のふるさと納税返礼品取扱実績（平成 28年度 市町別取扱実績）

収穫された「万次郎かぼちゃ」

まごコロぽると「緑茶」「いちご」
「いちごの生マシュマロ」
世知原茶スイーツ「お茶のこ」

（1,878 件）　
　12,092 千円

（655 件）　　
　1,415 千円

（3,854 件）　
　17,719 千円

（261 件）　　
　1,511 千円

（6,648 件）　
　32,737 千円

市町名 （件数）金額

佐世保市

平戸市

松浦市

佐々町

合　計
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【全体運】フットワークが軽くなる月。興味を引かれることに即チャレンジするなど、
スピーディーな行動を。スポーツも◎
【健康運】快適に過ごせます。大いに体を動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンニク

業所得の増大とともに「地域活性化」を掲げ、各地
事項に取り組んでいます。
部をピックアップしてお伝えします！！

自己改革

第６弾）地域の活性化
域が輝く未来 !

女性部江上支部は、自ら楽しむことはもちろん、地域の福
祉施設やイベント等で「スコップ三味線」を披露していま
す。30年２月の新南部地区施設竣工式でも披露し、さらに
華を添えました。

「スコップ三味線」でさらににぎやかに！
毎年５月の連休付近に「松浦海のふるさと館」で行われる
「松浦メロン祭り」。キンショーメロンが即売され、早朝から
多数の買い物客が並び、贈答品として何ケースも買い求め
られる人気イベントです。

松浦メロン祭りで長蛇の列！

地域に応じた地域活性化の取り組み（支店協同活動）とし
て、吉井支店管内の直売所「五蔵の里」で行われる秋のか
かしまつりにはＪＡ吉井支店のかかしも登場しました。来年
はどんなかかしが登場するでしょうか!?

本物そっくりの「かかし」で人間もビックリ！
青年部松浦支部は９月に「ジャンボかぼちゃコンテスト」を
開き、農業の魅力拡大に取り組みました。松浦市内のほか
佐世保市、平戸市、伊万里市からも参加があり、150人が
集いました。今年の優勝は伊万里農林高等学校の85.9kg
の大物です。

地域とのタッグで「ジャンボかぼちゃコンテスト」！

女性部平戸地区とＪＡは、女性大学「きらめきクラブ」第１回
講義を7月に開講しました。当日は９組の親子と女性部員
が「カラフルおにぎりと巻きずし」づくりを行い、笑顔あふ
れる楽しいイベントとなりました。

楽しみながらしっかり学ぶ！女性大学「きらめきクラブ」
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【全体運】あれこれ考え過ぎてしまいそう。肩の力を抜き、気楽に構えましょう。リフレ
ッシュには森林浴やハイキングへ
【健康運】小さなけがに注意。慎重に行動すること
【幸運を呼ぶ食べ物】モズク

ＪＡながさき西海は、第４次中期経営計画で農業
域の実情に応じながらアイディアを駆使し様々な事
今月は、たくさんの取組事例のなかからほんの一部

JAながさき西海の自

（第

協同で農と地域

平成30年を迎えるにあたって、当ＪＡ田渕組合長と九十九島漁
協の萩原参事、生協ララコープの石原理事長、地元の北松農業
高校の田上校長先生が一堂に会し、「食と未来を担う子どもた
ちと地域のために協同できること」と題して意見交換しました。

将来を見つめて協同できることを話し合った「新春対談」
当ＪＡ管内再発見の旅から遠くは山口県まで、気軽に参加で
きる旅行を支店出張所各地で催行しています。
29年度は延べ694人の参加をいただきました。来年度も
皆さんのご参加をお待ちしています！

みんなでプチトラベル！「支店企画旅行」

「農業まつり2017」が今年も長崎国際大学前の特設会場
で開催、組合員はもとより地域一帯からも多数の来場者で
にぎわいました。地元農畜産物の即売や各種キャラクター
とのふれあいもあり、とくに今年はチョリスの「もふもふ
感」が子どもたちに大人気でした。

農業まつりでチョリスと「もふもふ♪」
青年部させぼ地区宮支部は10月、食農教育活動の一環と
して、宮小学校5年生とエレメンタリースクールの児童らと
稲刈り体験をしました。収穫されたお米を使って”Onigiri”
（おにぎり）も作り、児童同士の交流も深まっています。

We will harvest rice!（みんなで稲刈りをするよ！）

支店･出張所の独自企画による地域との交流もアイディア
を駆使して取り組んでいます。平戸中南部支店は地元の幼
稚園児が描いた「家族の似顔絵」展を支店内に掲示、多数
の来店者に温かい言葉をいただいています。

園児が描く「家族のにがおえ」絵画展を支店で開催
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【全体運】プライベートの充実に意識を向けるとグッド。やるべき作業を早めに片付け
て、好きなことや趣味に打ち込んで
【健康運】小まめなストレス解消を。笑顔に効果大
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

　

J
A
な
が
さ
き
西
海
は
、
平
成
29
年
度
の

基
本
方
針
に
、

◆
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り

◆
地
域
の
活
性
化

◆
経
営
基
盤
の
安
定

を
掲
げ
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
の
２
年
目

と
し
て
各
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
へ
の

挑
戦
と
し
て
「
農
業
所
得
の
増
大
」
に
向
け

た
様
々
な
施
策
は
、
J
A
と
し
て
も
そ
の
成

果
を
一
刻
も
早
く
挙
げ
る
た
め
、
懸
命
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
平
成
29
年
度
の
農
畜
産
物
の
販

売
実
績
状
況
と
、
平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組

む
「
農
の
匠
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
第
7
弾
） 

平
成
29
年
度 

農
畜
産
物
販
売
実
績
、「
農
の
匠
」に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

販
売
事
業
の
総
体

特別連載企画

　

畜
産
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
一
戸

一
頭
増
頭
運
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
飼
養

頭
数
計
画
８
８
７
０
頭
に
対
し
９
０
３
８
頭

の
実
績
で
管
内
和
牛
飼
育
頭
数
の
増
加
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

温
州
み
か
ん
は
、
連
年
安
定
生
産
に
よ
る

高
位
安
定
収
入
の
獲
得
に
向
け
て
基
本
管
理

の
統
一
お
よ
び
管
理
徹
底
に
取
組
ん
だ
結

果
、
目
標
１
万
㌧
を
上
回
る
１
万
１
２
４
８

㌧
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
は
、
各
作
目
分
野
で
単
収
と
面
積
の

増
加
を
目
指
し
て
様
々
な
事
項
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
労
力
不
足
の
影
響
や
高
齢
化
に

よ
る
品
目
転
換
等
も
あ
り
、
主
要
推
進
５
品

目
に
つ
い
て
は
計
画
値
に
達
せ
ず
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
品
目
の
取
組
状
況
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
販
売
高
総
体
と
し
て
は
、
計

画
１
２
３
億
９
８
０
０
万
円
に
対
し
、
１
３
１

億
７
０
５
０
万
円
の
実
績
と
な
り
、
野
菜
・
米

穀
・
花
卉
類
・
茶
の
販
売
高
の
減
少
を
果
実
で

後
押
し
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

みかん選果場の新選果設備（中央の白
い機械）目視でも発見が難しい水腐れ
も発見できるようになり、付加価値を
維持して販売できた。
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【全体運】行動意欲が増して、さまざまな分野に挑戦したくなりそう。試せるものから、
前向きに取り組んでみるのが正解
【健康運】体を動かせば、ますます元気になれます
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

「
農
の
匠
」に
つ
い
て

　

農
業
生
産
に
必
要
な
知
識
や
技
術
は 

一

朝
一
夕
に
身
に
付
く
も
の
で
は
な
く
、
営
農

指
導
員
と
言
え
ど
も
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
昨

今
は
定
年
退
職
等
で
営
農
指
導
員
の
若
返
り

が
進
行
し
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
営
農
指
導

員
の
早
期
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

J
A
な
が
さ
き
西
海
は
平
成
30
年
度
か

ら
農
業
所
得
の
増
大
を
目
的
に
「
農
の
匠
」

（
た
く
み
）
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

主
な
取
組
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
目
的

・
営
農
指
導
の
専
門
性
向
上
に
よ
る
作
目
別

　

営
農
振
興
と
農
業
所
得
の
向
上

・
営
農
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

○
取
組
内
容

・
農
の
匠
か
ら
営
農
指
導
員
へ
の
長
年
の
経

　

験
と
豊
富
な
知
識
に
基
づ
く
実
践
的
な

　

指
導
お
よ
び
営
農
指
導
員
の
育
成

・
農
家
の
プ
ロ
意
識
と
「
現
場
の
思
い
」
の

　

伝
承

○
対
象
品
目

　
　

地
域
農
業
戦
略
の
主
要
品
目
と

　
　

地
域
別
振
興
品
目
か
ら
選
定

・
い
ち
ご

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

・
温
州
み
か
ん

・
繁
殖
牛

・
肥
育
牛

○
開
始
時
期

・
平
成
30
年
度
よ
り

4 月 24 日に委嘱状が交付されました。
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第11回全国和牛能力共進会宮城県大会（11月）
第７区（総合評価群）で日本２位獲得！

東京大田市場での西海みかんのトップセールス（12
月）みかんは過去最高の販売高を記録しました。

【全体運】周りからの受けが良く、気付けば人気者に。飲み会などに誘われたら、気軽
にOKして大いに楽しみましょう
【健康運】好き嫌いはNG。栄養バランスに配慮して
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

　

平
成
29
年
度
は
第
３
次
地
域
農
業
戦

略
の
最
終
年
度
で
あ
り
、販
売
高
計
画
１

２
３
億
９
８
百
万
円
を
目
標
に
営
農
振

興
を
図
り
ま
し
た
。

　

畜
産
で
は
、子
牛
の
販
売
頭
数
は
計
画

対
比
１
０
５
％
、畜
産
物
の
販
売
額
は
６

２
億
７
千
万
円
で
計
画
対
比
１
０
１
％

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。販
売
は
全
国
的

な
母
牛
頭
数
の
減
少
に
よ
る
肥
育
素
牛

供
給
不
足
で
子
牛
価
格
が
堅
調
に
推
移
、

枝
肉
価
格
も
年
間
を
通
じ
安
定
し
た
取

引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
穀
は
、需
給
緩
和
状
態
が
や
や
締

ま
っ
て
販
売
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま

す
が
、高
齢
化
・
担
い
手
不
足
等
か
ら
生

産
面
積
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
集

荷
数
量
の
減
少
に
繋
が
り
、１
０
万
９
千

袋
の
集
荷
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
芸
で
は
、重
点
品
目
を
中
心
に
面
積

拡
大
に
よ
る
産
地
確
立
に
努
め
ま
し
た

が
、厳
し
い
天
候
の
影
響
で
、単
価
は
高

値
で
あ
っ
た
が
数
量
が
伸
び
ず
販
売
額

で
計
画
対
比
９
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

果
樹
関
係
は
、み
か
ん
が
計
画
以
上
に

販
売
量
の
確
保
が
で
き
、販
売
促
進
活
動

（
第
8
弾
） 

平
成
29
年
度 

事
業
概
況
報
告

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

販
売
事
業

購
買
事
業

特別連載企画

等
の
成
果
で
好
調
に
推
移
し
販
売
額
で

計
画
対
比
１
３
３
％
と
過
去
最
高
の
３

９
億
１
千
万
円
の
販
売
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

組
合
員
の
利
用
と
購
買
予
約
率
向
上

を
図
り
、
生
産
資
材
価
格
の
引
き
下
げ

に
よ
る
「
負
け
な
い
価
格
」
の
実
践
を

継
続
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
大
展
示

会
・
農
業
ま
つ
り
と
麗
宝
展
の
開
催
で

組
合
員
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を

重
視
し
、Ｊ
Ａ
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
取
扱
拡

大
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
・
農
業
機
械
は
顕
著
に
推

移
し
ま
し
た
が
、
ガ
ス
・
生
活
店
舗
で

同
業
他
社
と
の
価
格
競
争
に
よ
り
取
扱

高
が
減
少
し
ま
し
た
。

平成29年度 購買品供給高の実績

平成29年度 受託販売品販売高の実績
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【全体運】趣味や楽しみを持つなど、ライフスタイルの充実に意識を向けるとうれしい
変化が。図書館での情報収集も刺激大
【健康運】スポーツの腕が上達しそう。励んでみては
【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

信
用
事
業

　

貯
金
は
、
金
融
渉
外
担
当
者
の
育
成

と
県
下
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
商
品
販
売

で
、
個
人
貯
金
は
期
首
残
高
対
比
で
２
％

増
加
し
ま
し
た
が
、
総
貯
金
は
期
首
残

高
対
比
０
．
８
％
の
増
加
に
と
ど
ま
り
、

１
１
７
６
億
５
千
万
円
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

貸
出
金
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
メ
イ
ン

に
各
種
ロ
ー
ン
の
取
扱
拡
大
に
取
組
ん

だ
も
の
の
地
方
公
共
団
体
向
け
融
資
の

減
少
等
に
よ
り
期
首
対
比
０
．
２
％
の

減
少
で
、
３
２
２
億
９
千
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
農
業
関
連
融
資
に
つ

い
て
は
融
資
拡
大
の
取
組
み
に
よ
り
期

首
よ
り
残
高
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

共
済
事
業

　

専
任
Ｌ
Ａ
を
中
心
に
３
Ｑ
訪
問
活
動
を

展
開
、「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合

保
障
提
案
で
安
心
と
満
足
の
提
供
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
更
生
共
済
の
積
極

的
な
普
及
推
進
活
動
に
取
組
ん
だ
結
果
、

推
進
総
合
ポ
イ
ン
ト
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
計
画
比
１
０
９
％
）

平
成
29
年
度
の
事
業
総
体

　

信
用
は
２
年
連
続
、
購
買
は
４
年
連
続

で
事
業
利
益
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
管
理
費
の
抑
制
等
に
よ
り
平
成
29
年
度

の
業
績
は
事
業
利
益
１
億
６
１
百
万
円
で

計
画
以
上
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
堅
調
な
子
牛
価
格
や

み
か
ん
販
売
額
を
背
景
に
、
販
売
高
は
１

３
４
億
円
を
突
破
し
た
も
の
の
、
全
体
的

に
は
面
積
・
飼
養
頭
数
・
部
会
員
等
の
減

少
が
続
き
「
第
３
次
地
域
農
業
戦
略
」
を

軸
と
し
た
農
業
振
興
や
農
畜
産
物
販
売
力

の
強
化
も
依
然
と
し
て
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

総
体
と
し
て
、
事
業
総
利
益
実
績
は
計

画
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
人
件
費
を
中
心

と
す
る
事
業
管
理
費
の
削
減
に
よ
り
税
引

前
当
期
利
益
金
は
１
億
７
３
百
万
円
の
計

上
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
農
業
を
元
気
に
」「
地

域
を
元
気
に
」「
Ｊ
Ａ
を
元
気

に
」
の
、
あ
る
べ
き
姿
の
実
現

を
目
指
し
、
事
業
・
経
営
・
組

織
の
改
革
に
取
り
組
み
、
経
営

の
安
定
化
に
よ
る
財
務
の
健
全

化
と
事
業
利
用
者
の
満
足
度
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成29年度　ＪＡながさき西海の業績 

その他比率、組合員数、職員数

平成29年度　共済事業の実績

平成29年度貯金、貸出金の実績
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Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
は
、自
己
改
革
を

組
合
員
と
の
対
話
で
強
力
に
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、平
成
29
年
度
か
ら
営

農
経
済
事
業
改
革
実
践
協
議
会
を
設
置
、

第
４
次
中
期
経
営
計
画
の
「
農
業
所
得

の
増
大
」の
取
組
計
画
に
基
づ
き
、進
捗

状
況
の
報
告
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
30
年
5
月
25
日
に
開
催

さ
れ
た
同
協
議
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見

の
一
部
と
、今
後
の
取
組
み
方
針
に
つ
い

て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　　

開
催
日　

平
成
30
年
5
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　

場　

所　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
本
店

　

主
な
出
席
者

　
　

・
各
地
区
営
農
推
進
協
議
会
長

　
　

・
主
要
品
目
の
生
産
部
会
長

　
　

・
専
門
委
員
会
委
員
長

　
　

・
常
務
理
事
、関
係
職
員

（
第
9
弾
） 

営
農
経
済
事
業
改
革
実
践
協
議
会
、信
用
事
業
検
討
委
員
会

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

第
３
回
営
農
経
済
事
業

改
革
実
践
協
議
会

特別連載企画

Ｑ
．Ｊ
Ａ
肉
用
牛
肥
育
施
設
（
以
下
Ｆ
Ｌ
）

3
月
末
決
算
が
赤
字
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

Ｊ
Ａ
肥
育
施
設
だ
け
で
な
く
肥
育

農
家
も
大
丈
夫
か
心
配
。今
後
の
肥

育
牛
経
営
に
つ
い
て
畜
産
部
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．28
年
度
の
Ｆ
Ｌ
収
益
は
１
億
２
千
万

円
の
黒
字
で
し
た
が
、29
年
度
は
素

牛
価
格
の
上
昇
と
枝
肉
価
格
の
下
落

で
約
7
千
3
百
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

近
年
の
肥
育
牛
経
営
は
素
牛
価
格

の
負
担
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
を
乗
り
切
る
た
め
、生
産

技
術
の
向
上
や
飼
料
の
見
直
し
な
ど

あ
ら
ゆ
る
角
度
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

い
、肥
育
農
家
の
所
得
増
大
に
向
け
、

和
牛
肥
育
部
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

Ｑ
．新
品
種
「
な
つ
ほ
の
か
」に
対
す
る
今

後
の
取
り
組
み
方
や
地
区
ご
と
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

Ａ
．「
な
つ
ほ
の
か
」は
将
来
有
望
視
さ
れ

て
い
る
品
種
で
長
崎
県
の
奨
励
品
種

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
各

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
管
内
約
60
町
歩

で
試
験
栽
培
を
実
施
し
ま
す
。県
北

地
域
に
合
っ
た
品
種
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、平
成
31
年
１
月
の
営
農
座

談
会
で
種
子
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、32
年
産
か
ら
本
格
栽
培
す
る
よ

う
計
画
中
で
す
。

Ｑ
．ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
生
産
部
会
の
再
編
統
合
が
進
む

が
、集
出
荷
や
販
売
体
制
な
ど
十
分

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．農
産
園
芸
部
門
で
は
、生
産
部
会
再

編
・
連
携
に
よ
り
、振
興
主
要
品
目
の

第
３
回 

営
農
経
済
事
業

　
　
　
　
　

改
革
実
践
協
議
会

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
に
つ
い
て
）

（
水
稲「
な
つ
ほ
の
か
」に
つ
い
て
）

（
生
産
部
会
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
）

仕
向
け
の
一
元
化
、共
同
選
果
に
よ

る
出
荷
経
費
削
減
、需
要
に
則
し
た

安
定
計
画
出
荷
に
よ
る
有
利
販
売
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。集
出

荷
や
販
売
体
制
に
つ
い
て
も
十
分
検

討
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
　

ま
た
、管
内
広
域
で
の
生
産
部
会

運
営
が
必
要
と
な
る
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
環
境

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め

て
い
ま
す
。様
々
な
方
法
を
活
用
し

な
が
ら
円
滑
な
組
織
運
営
を
行
い
ま

す
。

【全体運】自分の考えや価値観にこだわり、停滞を招く暗示。柔軟性を発揮して、耳に痛
い意見ほど現状打破に役立ちます
【健康運】食生活の乱れを正せば、好影響が期待大
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス
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第
２
回
信
用
事
業

検
討
委
員
会

　

政
府
は
次
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ

て
、
平
成
26
年
6
月
の
「
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」
に
則
っ
た
対
応
を
Ｊ
Ａ
に
求
め

て
い
ま
す
。

①
Ｊ
Ａ
が
総
合
事
業
を
行
う
以
上
、
総

合
事
業
全
体
と
し
て
金
融
機
関
標
準

の
高
度
な
内
部
管
理
態
勢
等
を
確
保

す
る
こ
と
。

②
こ
の
こ
と
が
多
く
の
Ｊ
Ａ
に
お
い

て
、「
営
農
経
済
事
業
の
強
化
」
の
阻

害
要
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

金
融
機
関
が
他
事
業
リ
ス
ク
を
一
体

管
理
す
る
こ
と
の
困
難
性
、

　

営
農
経
済
事
業
へ
の
経
営
資
源
移
転

を
阻
害

③
信
用
事
業
譲
渡
・
代
理
店
ス
キ
ー
ム

（
枠
組
み
や
計
画
）
を
積
極
的
に
活

用
す
る
べ
き
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は

「
Ｊ
Ａ
は
総
合
事
業
体
を
主
体
と
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
代
理
店
は
あ
く

ま
で
も
選
択
肢
と
い
う
考
え
方
に
変
化

な
い
が
、

　

●
総
合
事
業
経
営
の
前
提

　
　
　
（
内
部
管
理
態
勢
の
高
度
化
）

　

●
代
理
店
ス
キ
ー
ム

　
　
　
（
手
数
料
水
準
を
含
む
）

に
つ
い
て
適
切
に
理
解
し
、
今
後
の
信

用
事
業
運
営
体
制
に
つ
い
て
の
意
思
決

平
成
29
年
度
の
事
業
総
体

第
２
回 

信
用
事
業
検
討
委
員
会

定
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
で
き
る
こ
と
が
重

要
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海

は
、「
信
用
事
業
の
代
理
店
ス
キ
ー
ム
を

十
分
理
解
し
た
う
え
で
代
理
店
化
を
選

択
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
方
針
の

選
定
」
を
行
う
た
め
「
信
用
事
業
検
討

委
員
会
」
を
平
成
29
年
11
月
に
設
置
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
の
主
な
検
討
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

開
催
日　

平
成
30
年
5
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜

場　

所　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
本
店

構
成
員

　
　

・
各
専
門
委
員
会
正
･
副
委
員
長

　
　

・
代
表
理
事
専
務

　
　

・
常
務
理
事

　
　

・
職
員
兼
務
理
事

　
　

・
関
係
職
員

　

他
業
態
と
同
等
の
内
部
監
査
体
制
・

実
効
性
が
必
要
。
ど
の
よ
う
に
体
制

整
備
を
行
う
か
。

　

①
内
部
監
査
担
当
者

↓
各
事
業
に
精
通
し
た
専
従
者

　
　
　
（
資
格
保
有
者
）
を
複
数
設
置

　

②
監
査
の
実
効
性
確
保

↓
内
部
監
査
実
施
計
画
に
基
づ
く

　
　
　

適
切
な
内
部
監
査
の
実
施

　

事
業
運
営
か
ら
見
た
代
理
店
化
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
討

①
メ
リ
ッ
ト

・
信
用
事
業
か
ら
営
農
経
済
事
業
に
人

員
を
シ
フ
ト
で
き
る
。

・
信
用
事
業
の
リ
ス
ク
、
負
担
を
軽
減

で
き
る
。（
自
己
資
本
比
率
な
ど
の
経

営
健
全
性
の
規
則
に
縛
ら
れ
な
い
）

・
信
用
事
業
専
任
理
事
や
員
外
監
事
の

必
置
義
務
が
な
い
。

・
信
用
事
業
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
。

②
デ
メ
リ
ッ
ト

・
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
増
加
、
農
業
関

連
施
設
建
設
の
困
難
性
が
高
ま
る
。

・
販
売
代
金
精
算
に
支
障
が
出
る
。

　
（
販
売
代
金
入
金
待
ち
、
振
込
手
数
料

の
発
生
）

・
運
営
資
金
確
保
の
た
め
購
買
代
金
支

払
サ
イ
ト
の
短
縮

・
貸
付
金
対
応
に
時
間
を
要
す
る
。

③
経
営
面

・
代
理
店
手
数
料
で
は
従
来
水
準
の
信

用
事
業
収
益
が
得
ら
れ
な
い
。

・
職
員
の
配
置
転
換

・
顧
客
情
報
の
利
用
制
限　

な
ど

（１）

　

内
部
管
理
態
勢
基
準
の
高
度
化
で
、

特
に
貸
出
審
査
体
制
は
、
信
用
金
庫

等
と
同
等
以
上
の
貸
出
審
査
体
制
整

備
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う

か
。

・
貸
出
営
業
部
門
と
審
査
部
門
の
そ
れ

ぞ
れ
に
専
任
役
員
を
設
置

・
審
査
部
門
は
貸
出
審
査
の
公
平
性
維

持
の
た
め
事
業
推
進
に
一
部
制
限

（2）

（3）

信用金庫等と同等以上の貸出審査体制の整備が必要

【全体運】行動範囲を広げると、刺激的な出会いがあるでしょう。新しいスポットに足
を運んでみて。ネット情報に注目を
【健康運】簡単な体操にツキ。楽なものほど効果あり
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ
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【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間と遊びに出掛ければ、大いに楽しめます。
クリエーティブな活動にもツキ
【健康運】運動に励むのに最適。体力アップが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

（
第
10
弾
） 

北
松
農
業
高
等
学
校
と
J
A
な
が
さ
き
西
海
の
対
話
会

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

特別連載企画

氏　
　

名　

原　

大
和（
25
）

出　
　

身　

佐
世
保
市
針
尾
東
町

生
年
月
日　

平
成
5
年
3
月
3
日

氏　
　

名　

山
村　

秀
樹（
30
）

出　
　

身　

平
戸
市
大
島
村

生
年
月
日　

昭
和
63
年
2
月
8
日

■
略
歴

●
長
崎
県
立
佐
世
保
東
翔
高
校
卒
業

●
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
果
樹
研
究
所

　

カ
ン
キ
ツ
研
究
興
津
拠
点
卒
所

●
平
成
24
年
4
月
よ
り
就
農
開
始

■
経
営
内
容

●
露
地
み
か
ん
４
０
０
ａ
、施
設
み

か
ん
50
ａ
、露
地
野
菜
15
ａ
、施
設

野
菜
11
ａ
、水
稲
30
ａ

■
対
話
会
感
想

　

農
業
に
意
欲
的
な
若
者
が
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。将
来
が
楽

し
み
。自
分
自
身
も
後
輩
に
負
け

な
い
よ
う
精
進
し
て
い
く
。

■
略
歴

●
長
崎
県
立
北
松
農
業
高
校
卒
業

●
農
業
大
学
校
養
成
部
畜
産
学
科

卒
業

●
農
業
大
学
校
研
究
部
畜
産
専
攻

卒
業

●
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
畜
産

研
究
部
門
入
庁

●
平
成
28
年
4
月
よ
り
就
農
開
始

■
経
営
内
容

●
肉
用
牛
繁
殖
経
営
（
母
牛
48
頭

育
成
含
め
）

　

水
田
40
ａ
、飼
料
作
物
、畑
、水
田

　

放
牧
場　

計
５
０
０
ａ

■
対
話
会
感
想

　

畜
産
農
家
を
目
指
し
て
い
る
生

徒
が
多
か
っ
た
。県
北
の
農
業
の

未
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
。次
世
代
に
繋
ぐ
農
業
を
展

開
し
て
い
く
。

当ＪＡ管内で大活躍！ 若手農家紹介

　ＪＡながさき西海は、6月19日にＪＡ本店で、県
立北松農業高等学校の生徒と若手青年農業者と
の対話会を開きました。
　今回は対話会での、高校生からの質問と若手
農家の回答を紹介していきます。

　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
は
、自
己
改
革
を
組
合
員
と
の
対
話
で
強
力
に
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
、対
話
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
「
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
女
性
部
・
青
年
部
と
の
対
話

会
」、「
新
春
対
談
」や
昨
年
度
か
ら
開
か
れ
た
「
営
農
経
済
事
業
改
革
実
践

協
議
会
」な
ど
多
く
の
場
面
で
対
話
会
を
行
い
、農
業
所
得
の
増
大
に
向
け
、

意
見
を
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、初
の
試
み
で
、将
来
の
農
業
を
担
う
就
農
希
望
者
の
北
松
農
業

高
校
生
を
対
象
に
対
話
会
を
行
い
ま
し
た
。

日時：６月１９日開催（７月号より続き）
場所：ＪＡ本店２階
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【全体運】珍しく感情的になりやすいかも。人の行動に口出しすると、トラブルを招く
ので、ご用心。笑顔を心掛けて
【健康運】運動不足気味。小まめに動けば好変化が
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

北農生からのＱと若手農家からのＡ

3年 松田雅紘さん 2年 田中愛美さん 2年 渡口智大さん 2年 本山真琴さん 3年 餅田　圭さん

1年 増山竜斗さん 1年 久保川　瞬さん 2年 松下　舜さん 1年 久保頭大和さん 1年 小濱智也さん

Ｑ１
原／農業の楽しさは、自分が「社長」「経営者」となり自分の考え・やり方で仕事ができるという事
です。自分の考えで農作業を行い、結果が出た時はやりがいを感じますし、今後の活力にもなり
ます。

Ａ
農業の楽しさはどこにあると思いますか？

Ｑ2
山村／将来的には、飼育頭数をもっと増やし、より多くの賞を獲得し、畜産農家として成功したい
と思っています。また、希望としては若い世代に農業を伝え、１０年、２０年後も元気で明るい農
業であってほしいと願っています。

Ａ
将来の目標や希望はありますか？

Ｑ3
原／資格については急ぐ必要はありません。ただ、将来的には毒物・劇物取扱いの資格を持って
おくと役に立ちます。まだ、皆さんは高校生ですし、高校生として楽しめること、思い出をたくさ
ん作ってください。

Ａ
高校を卒業するまでに取った方が良い資格はありますか？

Ｑ4
山村／私、一個人の考えでは、農業大学や短大に進学した方が良いと思います。農業だけをして
いても視野が狭かったり、周りのことへの興味が湧きません。農業大学校の友人がいることが自
身の農業経営の励みにもなったりします。

Ａ
農業をするにあたって短大や農業大学等に進学した方が良いのですか？

Ｑ5
原／小さいころから畑で遊んだり、楽しそうに農業をしている両親の姿を見て、自然に就農しよ
うと思いました。現在も楽しく、やりがいを持って農業をしています。
山村／長男として生まれたことや、地元である大島村のために何が出来るかと考えた時に、就農
して地元を盛上げることだと思ったからです。

Ａ
就農しようと思ったきっかけは何ですか？

5 8
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Web会議システム

【全体運】あれこれ余計なことまで気にして動けなくなり、つきを逃しがち。開き直り
の気持ちを大切に。花を飾るのも吉
【健康運】ストレスを感じそう。スポーツで発散を
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
は
、
自
己
改
革

の
「
農
業
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」
の
達
成
に
向
け
て
、
農
産
物
集

出
荷
の
一
元
化
に
よ
る
有
利
販
売
や
肥
料

農
薬
の
銘
柄
集
約
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
強
力
に
推
進
す
る

に
は
、
同
じ
作
物
の
生
産
部
会
員
が
地

域
を
超
え
て
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
部
会

活
動
に
取
り
組
む
な
ど
「
協
同
の
力
」

を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
は
長
崎

県
北
部
を
管
轄
と
し
て
広
い
地
域
で
事

業
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
土
も

あ
れ
ば
離
島
も
あ
り
、
多
様
な
地
域
で

農
畜
産
物
の
生
産
を
行
う
な
か
、
離
れ

た
生
産
部
会
員
同
士
が
容
易
に
会
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

特
に
離
島
に
お
い
て
は
、
本
土
地
区

で
開
催
さ
れ
る
会
議
に
参
加
す
る
に
は

船
便
利
用
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、
会

議
時
間
に
よ
っ
て
は
当
日
の
帰
省
が
不

可
能
と
な
る
た
め
、
会
議
や
研
修
に
参

（
第
12
弾
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
に
よ
る
広
域
な
生
産
部
会
の
運
営

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜
協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！
〜

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
の

　
　
　
　
　
　
　
導
入
目
的

●
会
議
の
実
施
イ
メ
ー
ジ

特別連載企画

加
す
る
の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
環
境
の
な
か
、
限

ら
れ
た
時
間
と
人
員
の
有
効
活
用
で
農

業
所
得
の
増
大
を
推
し
進
め
る
た
め
、Ｊ

Ａ
な
が
さ
き
西
海
は
、
今
秋
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
会
議
シ
ス
テ
ム

を
稼
働
し
ま
す
。

　

生
産
部
会
の
利
用
を
主
と
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
環
境
は
次
の
場
所
に
構

築
し
ま
す
。

　

・
さ
せ
ぼ
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

・
さ
せ
ぼ
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
（
会
場
：
北
部
中
央
支
店
）

①
管
内
広
域
に
わ
た
る
生
産
部

会
の
円
滑
運
営

②
本
店
と
離
島
支
店
を
繋
い
だ

会
議
・
研
修
の
開
催
に
よ
る

移
動
時
間
削
減
と
労
働
生
産

性
の
向
上

　

・
北
松
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

・
松
浦
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

・
平
戸
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

・
宇
久
支
店

　

・
小
値
賀
支
店

　

・
大
島
支
店

　

・
平
戸
口
中
央
家
畜
市
場
（
畜
産
部
）

　

・
み
か
ん
選
果
場
（
柑
橘
課
）

　

・
本
店

　

各
会
議
会
場
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
と
と
も
に
大
型
テ
レ
ビ
も
設
置
し
ま

す
。
つ
な
い
だ
相
手
の
声
や
出
席
者
の
映

像
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
中
継
し
ま
す
の
で

「
そ
の
場
で
話
し
て
い
る
よ
う
な
環
境
」

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
広
域
に
わ
た

る
生
産
部
会
員
同
士
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
、Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
協
同
の
力
の

発
揮
を
更
に
発
揮
し
、
農
業
所
得
の
増
大

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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農業融資の実績

189億69百万円

35億29百万円

18億56百万円

77億6百万円

貸出金残高の内訳
（平成31年1月末現在）

2億5000万円

2億8900万円

4億円

1億7826万円

3億5725万円

4億2687万円

71.3

123.6

106.7

平成28年度

平成29年度

平成30年度

目 標 実 績 達成率
（％）

年 度

（1月時点）

蟹座　6/22～7/22
【全体運】環境などの変化がもとでプレッシャーを感じがち。気張らず、気楽に構えましょう。絵本を読むとリラックス可能
【健康運】生活リズムが乱れやすい。夜更かし厳禁　　　　【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

農
業
融
資
の
取
扱
拡
大
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

│特│別│連│載│企│画│
第17弾　

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
は
、組
合
員
の
営

農
の
省
力
化
や
所
得
向
上
を
図
る
た
め

農
業
融
資（
資
金
の
貸
付
）を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。近
年
の
実
績
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

○
貸
出
金
残
高

　

Ｊ
Ａ
全
体
の
貸
出
金
残
高

　
　

３
２
０
億
６
０
百
万
円

　

う
ち
農
業
融
資
残
高

　
　

１
８
億
５
６
百
万
円（
６
％
）

農
業
融
資
伸
長
の
主
な
要
因
は
、制
度
資

金
や
プ
ロ
パ
ー
資
金
の
推
進
で
あ
り
、次

の
資
金
を
軸
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①
農
業
近
代
化
資
金

　

②
営
農
サ
ポ
ー
ト
資
金

　

③
畜
産
経
営
体
質
強
化
支
援
資
金

　

最
大
の
特
徴
は
、当
初
５
年
間
の
金
利

負
担
ゼ
ロ
、保
証
料
が
無
料
と
組
合
員
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
高
い
資
金
で
す
。

　

事
業
計
画
書
の
作
成
等
の
ハ
ー
ド
ル
は

あ
り
ま
す
が
、言
い
換
え
れ
ば
、事
業
計
画

を
し
っ
か
り
立
て
て
活
用
で
き
る
資
金
で

す
。

　

農
機
具
の
購
入
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

建
設
、農
地
の
取
得
、営
農
運
転
資
金
、設

備
資
金
、ま
た
、他
社
の
農
機
具
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
の
借
換
も
可
能
な
資
金
で
す
。融
資

利
率
も
約
２
％
台（
保
証
料
別
）と
低
利
が

特
長
の
資
金
で
す
。

　

肉
用
牛
経
営
者
や
酪
農
牛
経
営
者
、養

豚
経
営
者
を
対
象
に
、既
存
借
入
金
の
償

還
負
担
を
軽
減
す
る
一
括
借
換
資
金
で
す
。

　

当
初
５
年
間
は
金
利
ゼ
ロ
、期
間
も
最

長
２５
年（
養
豚
は
１５
年
）と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
資
金
は
、既
往
負
債
を
借
換
と
と

も
に
、新
た
な
投
資
を
行
う
な
ど
前
向
き

な
取
り
組
み
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
と
、

Ｊ
Ａ
記
帳
代
行
・
税
務
申
告
支
援
の
利
用

を
す
る
な
ど
農
業
経
営
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
両
方
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す
る

こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
．農
業
近
代
化
資
金

2
．営
農
サ
ポ
ー
ト
資
金

3
．畜
産
経
営
体
質
強
化
支
援
資
金

6



獅子座　7/23～8/22
【全体運】持ち前の行動力を発揮できる月。興味を引かれるジャンルがあれば、ぜひ挑戦してみて。サポート運も強力です
【健康運】ストレッチなどで体を伸ばすとグッド　　　　【幸運を呼ぶ食べ物】トリガイ

畜産経営体質強化支援資金

農業近代化資金営農サポート資金

詳
し
い
貸
付
条
件
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の
Ｊ
Ａ
支
店
担
当
者
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

7



野 菜

花 卉

蟹座　6/22～7/22
【全体運】カルチャー志向が高まる時期です。同じ楽しみを持つ仲間たちとにぎやかに過ごすのに最適。遠出の旅行も刺激大
【健康運】疲労をため込みがち。温泉で気分転換を　　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ

第
５
次
中
期
経
営
計
画
の「
地
域
農
業
戦
略
」骨
子
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
自
己
改
革

〜 

協
同
で
農
と
地
域
が
輝
く
未
来
へ
！ 

〜

│特│別│連│載│企│画│
第18弾　

全
国
の
Ｊ
Ａ
で
は
、将
来
目
指
す

協
同
組
合
と
し
て
の
あ
り
方
や
営
農

経
済
事
業
の
強
化
に
向
け
て「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、２
０
１
９
年

度
か
ら
３
ヶ
年
計
画
で
あ
る「
第
５

次
中
期
経
営
計
画
」を
、Ｊ
Ａ
自
己

改
革
と
し
て
継
続
し
て
位
置
付
け

て
、組
合
員
と
農
業
の
発
展
の
た
め

次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
回
は
現
在
検
討
中
の
第
５
次
中

期
経
営
計
画
の
農
業
振
興
方
策
で
あ

る「
地
域
農
業
戦
略
」骨
子
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、骨
子
に
つ
い
て
は
地
区
別

説
明
会
で
も
ご
説
明
す
る
予
定
で

す
。

園芸（野菜）
2019年度
2020年度
2021年度

2,050,000千円
2,130,000千円
2,200,000千円

販売高目標

園芸（花卉）
2019年度
2020年度
2021年度

244,000千円
247,000千円
250,000千円

販売高目標

【農業所得の増大戦略】
【生産強化】　重要品目別「１０運動」の徹底（重要品目：いちご、アスパラガス、
　　　　　　ブロッコリー）販売強化
【販売強化】　管内重点品目の市場へのリレー販売による「西海」ブランドの確立
【生産費削減】統一部会・品目部会の生産資材集約・スケールメリットの発揮
　　　　　　　生産部会再編の継続

【農業生産の拡大戦略】
① タブレット端末活用による現地情報の共有と課題解決の迅速化
② 経営分析（簡易分析）による相談会の実施
③ 就農相談会の開催
④ 集出荷施設整備による主要品目の集約
⑤ 労力支援体制の拡充新規事業（労力派遣）
　 による出荷調整支援の拡充等
⑥ リースハウス事業の取組みによる園芸団地等の
    形成

【農業所得の増大戦略】
① 重要品目部会と一体となった作付推進（重要品目：菊（小菊）、アスチュルベ）、面積拡大
② 単収増加技術の確立（環境制御対策による上位等級（秀品2L）率の確保）
③ 高温耐性新品種（菊）の導入
④ 部会再編の継続（輪菊・小菊部会統一）
⑤ 地元市場との協力販売体制の強化
   （系統出荷推進による安定供給、（物量）体制の構築）

【農業生産の拡大戦略】
① タブレット端末活用による現地情報の共有と課題解決の迅速化
② 経営診断による相談会の実施
③ 共同選果所の設置による主要品目の集約
④ 次世代に向けた生産振興
   （担い手への就農斡旋・育成強化、補助事業活用
   による移植機導入）

来月ではこれらの農業戦略を含めた向こう3ヶ年の中期経営計画である「第５次中期経営計画」骨子
について記載いたします。
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2019年度～2021年度
第５次中期経営計画  地域農業戦略 骨子

米穀類（農産）

果 実

畜 産

獅子座　7/23～8/22
【全体運】できる人と比べて対抗意識を刺激されやすいよう。背伸びをするより、マイペースを貫くのが開運のポイント
【健康運】睡眠不足にご用心。眠りの質を高めて　　　　【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

畜産部門
2019年度
2020年度
2021年度

5,804,000千円
5,847,000千円
6,050,000千円

販売高目標

果実部門
2019年度
2020年度
2021年度

3,380,000千円
3,437,000千円
3,500,000千円

販売高目標

農産部門
2019年度
2020年度
2021年度

780,000千円
780,000千円
780,000千円

販売高目標

【農業所得の増大戦略】
① （繁殖牛）各種事業を活用した一戸一頭増頭運動の実践
　 （肥育牛）肉用牛上物率の向上、計画的な肥育素牛導入による安定生産、個体管理の徹底と枝肉重量増加による
　 所得増大
② セリ市の毎月開催と家畜市場の統合
③ 育種造成委員会・家畜人工受精師会との連携、分娩間隔の短縮による生産率の向上
【農業生産の拡大戦略】
① タブレット端末活用による現地情報の共有と課題解決の迅速化
② 経営分析の実施
③ クラスター事業による規模拡大と新規参入者の支援
④ 農家の労働力軽減と増頭支援
⑤ 県北型労力支援ｼｽﾃﾑの拡充
⑥ 中核農家の機械化体系の支援

【農業所得の増大戦略】
（温州みかん類）異常気象（温暖化）に対応する生産技術の構築、需要に応じた生産対応
　　　　　　　（安定生産に向けた管理、生育･気象に応じた植調剤の効率使用）
　　　　　　　需要時期を考慮した生産および品種導入
（ぶどう）　　　品種導入に併せた栽培体系の確立と技術の構築
（ハウスびわ）　部会活動と連携した生産技術の均一化
（その他果実）　指導員の栽培技術の構築による細やかな栽培指導の実施、管内品目の市場へのリレー販売で
　　　　　　　「西海ブランド」の確立
【農業生産の拡大戦略】
① 労力支援システム構築
② 生産部会との連携による経営分析の展開
③ 無選果荷受体制の構築
④ みかん園の計画的改植、生産基盤の若返り
⑤ 中間管理機構を活用した果樹団地の形成

【農業所得の増大戦略】
①「JA米」の生産及び販売拡大（水稲部会との連携による指導強化、区分米の見直しによるJA米拡大）
② 適正面積の栽培確保（「農業再生協議会」との連携、業務用向け多収性品種『恋初めし』試作導入）
③ 品質・収量性の高い品種への転換（収益性が高い酒米等の拡大）
　　島しょ部：コシヒカリ　平野部：にこまる（標高100m以内）
　　全域：なつほのか
④「売れるものを作る（造る）」取り組み
【農業生産の拡大戦略】
① タブレット端末活用による現地情報の共有と課題解決の迅速化
② ライスセンター利用による品質向上
③ ライスセンター活性化計画の実践
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改革による経営収支計画（案）
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